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推進軸加速度計および計測結果
古　山 巖・中村円生

　　　　　　　　　まえがき

　シグマ4型に搭載された加連度計り作動原理はすでに

カッパ6型ロケット用lc　flli用きれたものと同じであっ

て，文献で紹介されているので省略し，異なっている点

のみを記することにLた，
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ロケットの種類　　　計測範囲

シグマ4型1号機　　一6g～＋43g

　〃　　2号機　　一5g～＋48g

．2．性

聖付返＿

　ングマ3型

以前の加速度

計では加速度

（X1）　および

減速度（X2）

の計測部を推

進軸に直角な

平面上にそれ

ぞれ独立して

併配し，出力

は1チャンネ

ルにしてテレ

メータに送っ

た．4型では

軽量小型化の

目的で計測部

を1個にし
た．計測部の

外観を第1図
C・こ，　言十測およ

び電源部を第

2図二示す．
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能

加速腹計の性能を第1喪に示した．計測部が1個にな

第3図

3，計測結果

　（1）　シグマ4型1号機　　放球後約39分で胎速度

を記録したが，多くのノイズが湿7、したベンレコーダの

記録から読みと

ったのではっき

りしない点もあ

るが，第5図の

ような結果が得

られた，5秒以

後はノイズとの

判別が不可能な
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　（2）シグマ4型2号麗口「

機放懸約65分で糾

は得られなかった，この　　　　　第5図

ずれの原因は加速度計だけを考える時は電源用電池に対

する保湿対策が不’十分だったよ5に考えられる，Lかし

この加速度計は

第6図に示され．

るように地上で

は電池の消耗と

ともに（＋）方

向に徐々にずれ

る侶ヒ質があっ

た．
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　　しかし記録では短時間で（一）方向にずれているの

で，電源用電池の劣化が原因でないかもしれない．いず

れにしても今後解決せねばならない問題である．

　第7図にシグマ4型1，2号機と加速度計搭載位置の

概1略図を示す．　　　　　　（1961年11月3D日受理）
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　　図に示すよう

　　なものとなっ
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　　加速度計の較

　　す．

一く：＝＝tti
＿』1

　　　　　’脚場第，図　　　　＼＿」1

　　　　　　　　　参考文献
1）　Pt工．　Nakamura…Rocket　Borne　Accelerometer」Proceedlngs　of　the

First　Symposium　on　Recket　and　Astronautics．1959，　P，270．

2）　吉LLI，中村；推進軸加速度計および呂ナ測結果置生産研究．　VoL　I2，

No．3，

3｝　中村，吉LII；加速度計；生産研究，　Vol．13．　No．1D．

23


